
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ご一行。 
 うらやましそうに，そして，更に強烈

にビームを送ってくる残された子ども

達。 
「次は・・・，２列！」 
 その後順番に呼んで行ったのですが，

ほとんどの子は，最後まで姿勢を正して

いました（笑） 

う受け止め方をしていたようです。 
「行儀のいい列が呼ばれる」と。 
 面白いのでそれを演出に利用しまし

た。 
「タカタカタカタカ（ドラムロールのつ

もり）・・・ジャン，１列！」 
 目を輝かせて隣の教室へ行く１列の

 いよいよマイタブレットを手にする

ときです。 
「タブレットを取りに行く列を発表し

ます」 
 なぜか背筋を伸ばし，こちらへ熱い視

線を向けてくる子ども達。 
 こちらは，効率を考えた列指名をする

つもりで言ったのですが，子ども達は違



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ども達。 
 電子黒板に拡大表示して見せました。

「そのボタンを２回ポンポンと押しま

す。数字が出てきます。『０（ゼロ）』を

４回押してごらんなさい」 
「ポチ，ポチ，ポチ，ポチ」 
微かな音が方々から聞こえてきます。 
「オー！出てきたぁ！」 
 あちこちから歓声があがりました。 

 あっ，取りに行かせる前に，約束をし

ていました。 
「タブレットを取った人は，ストラップ

を必ず肩にかけること」 
「もってきた人は，『画面を伏せて』机

の上に置くこと」 
「ストラップを肩からはずすこと」 
「さわらないこと」 

 ４つも約束を出したのですが，ほとん

どの子は，守れました。 
 目前に控えたタブレットを操作する

機会を約束違反で台無しにしたくなか

ったのでしょう。 
 子ども達のタブレット愛がひしひし

伝わってきます。 
 全員が，机上にタブレットを置いた状

態で，いよいよ操作開始です。 
【起動】 
「タブレットの画面を上にしてごらん

なさい」 
 一斉にタブレットを触る子ども達。 
「タブレットの下の方に丸いボタンが

あるでしょ？」 
 これを探すだけで「エッ？」となる子


